
■■１１
「「
九九
成成
宮宮
醴醴
泉泉
銘銘
」」
のの
筆筆
者者
とと
制制
作作
ささ
れれ
たた
時時
代代
、、
おお
よよ
びび
制制
作作
年年
をを
答答
ええ
まま
しし
ょょ
うう
。。（
教
科
書

ペ
ー
ジ
）

筆
者
（

）

時
代
（

）

制
作
年
（

）
年

■■２２
「「
九九
成成
宮宮
醴醴
泉泉
銘銘
」」
のの
イイ
メメ
ーー
ジジ
（（
風風
趣趣
））
をを
、、
次次
のの
ＡＡ
～～
ＣＣ
かか
らら
選選
びび
まま
しし
ょょ
うう
。。（
教
科
書

〜

ペ
ー
ジ
）

Ａ

抑
揚
が
あ
り
、
軽
快
な
書
風
。

Ｂ

力
強
く
、
た
く
ま
し
い
書
風
。

Ｃ

鋭
く
、
厳
格
な
書
風
。

■■３３
「「
九九
成成
宮宮
醴醴
泉泉
銘銘
」」
のの
用用
筆筆
やや
字字
形形
のの
特特
徴徴
をを
捉捉
ええ
まま
しし
ょょ
うう
。。（
教
科
書

〜

ペ
ー
ジ
）

■■４４

次次
のの
活活
動動
例例
をを
参参
考考
にに
、、
右右
のの
臨臨
書書
手手
本本
をを
分分
析析
しし
、、
特特
徴徴
をを
捉捉
ええ
てて
臨臨
書書
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。（
教
科
書

ペ
ー
ジ
）

（（
例例
））

・
中
心
線
を
書
き
込
む
。

・
外
形
を
□
、
△
、

な
ど
で
囲
む
。

・
骨
書
き
（
点
画
の
中
心
線
の
こ
と
）
を
書
き
込
む
。

・
籠か

ご

字
（
点
画
の
輪
郭
を
囲
む
こ
と
）
を
と
る
。

・
補
助
線
を
引
い
た
り
、
特
徴
的
な
部
分
を
丸
で
囲
ん
だ
り
し
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
込
む
。

○●

自
己
評
価

Ａ…

よ
く
で
き
た

Ｂ…

で
き
た

Ｃ…

も
う
一
歩

・「
九
成
宮
醴
泉
銘
」
の
字
形
の
特
徴
を
理
解
し
、
書
風
や
全
体
の
雰
囲
気
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。
（

）

・
書
風
と
表
現
要
素
と
の
関
わ
り
を
、
主
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。
（

）

九九
き
ゅ
う

成成せ
い

宮宮
き
ゅ
う

醴醴れ
い

泉泉せ
ん

銘銘め
い

１１

（
教
科
書

〜

ペ
ー
ジ
）

名
前

年

組

番

学
習
日

月

日

①
上
の
臨
書
手
本
に
見
ら
れ
る
、
用
筆
や
字
形
の
特
徴

を
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

直直
線線
的的
でで
（

）
点点
画画

・
各
点
画
は
角
度
を
つ
け
て
起き

筆ひ
つ

す
る
。

・
転
折
は
鋭
角
的
に
書
く
。

縦縦
長長
でで
（

）

・
横
画
は
等
間
隔
に
配
置
す
る
。

・
向
か
い
合
う
縦
画
が
内
側
に
（

）

よ
う
に
書
く
。

②｢

直
線
的
で
鋭
い
点
画
」、「
縦
長
で
背は

い

勢せ
い

」
が
表
れ
て
い
る
と
思
う
文
字
や
部

分
を
、
教
科
書

・

ペ
ー
ジ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

直直線線的的でで鋭鋭いい点点画画

縦縦長長でで背背勢勢

（例）

（例）
【【
清清せせ

いい

泉泉せせ
んん

】】
清清
くく
澄澄
んん
だだ
泉泉

九
き
ゅ
う

成せ
い

宮
き
ゅ
う

は
、
も
と
は
隋ず

い

の
離
宮
の
あ
っ
た
場
所
で
、

唐と
う

の
太た

い

宗そ
う

が
修
復
し
て
避
暑
地
と
し
て
用
い
た
。
太

宗
が
避
暑
に
赴
い
た
と
き
、
同
地
の
一
隅
か
ら
清
水

が
偶
然
に
湧
き
出
し
た
。
こ
れ
を
王
朝
繁
栄
の
吉
兆

と
考
え
た
太
宗
が
、
建こ

ん

立
り
ゅ
う

を
命
じ
た
の
が
こ
の
碑
で

あ
る
。

直
線
的
で
表
情
を
抑
え
た
点
画
を
、
絶
妙
の
構
成
感

覚
で
組
み
立
て
て
い
る
。
欧お

う

陽よ
う

詢
じ
ゅ
ん

の
楷
書
作
品
の
頂

点
に
位
置
し
、
そ
の
厳
格
な
書
風
は
「
楷
書
の
極

き
ょ
く

則そ
く

」

と
よ
ば
れ
る
。

古
典
の
概
要

各点画は角度をつけて起
き

筆
ひつ

する。

転折は鋭角的に書く 。

横画は等間隔に配置する。 向かい合う

縦画が内側に反るよう に書く（ 背勢）。

直直線線的的でで鋭鋭いい点点画画

縦縦長長でで背背
ははいい

勢勢
せせいい

九成宮醴泉銘碑（ 九成宮遺
い

址
し

）

九九
き
ゅ
う

成成せ
い

宮宮
き
ゅ
う

醴醴れ
い

泉泉せ
ん

銘銘め
い

をを
書書
ここ
うう

背背勢勢⇔⇔向向
ここうう

勢勢
せせいい

･･ ペペーージジ

用筆

字形

直
線
的
で
鋭
い
点
画
や
緻
密
な
構
成
、

背は
い

勢せ
い

が
も
た
ら
す
厳
格
な
書
風
を
捉
え
て
書
こ
う
。

目

標

（ 集字・ 拡大）

長く

等
間
隔
に

空
け
る

背
勢

しっかり止めて

右に払う

背
勢

一
度
し
っ
か
り

押
さ
え
る

用筆と 字形のポ

イント を確認し

て、 臨
りん

書
しょ

し よう 。

背
勢

運筆動画

臨書手本

詳細解説

九成宮の環境のすばらし さ を説き、

太宗の功績をたたえている。 太宗が

万民を思いやり 、 自身の労をいとわ

ないことにより 、 吉兆（ 醴泉が湧き

出たこと ）がもたらされたという 。

隋・ 唐の官僚。 初唐の三大家の一人。

並み外れて博学で聡
そう

明
めい

な人物であり 、

それまでの書法を吸収し 、 あらゆる

書体に精通したと伝えられる。

何何がが書書いいててああるるのの？？

欧欧
おおうう

陽陽
よようう

詢詢
じじゅゅんん

ははどどんんなな人人？？

漢漢字字のの書書　　 楷書

【【
清清せせ

いい

泉泉せせ
んん

】】
清清
くく
澄澄
んん
だだ
泉泉

九
き
ゅ
う

成せ
い

宮
き
ゅ
う

は
、
も
と
は
隋ず

い

の
離
宮
の
あ
っ
た
場
所
で
、

唐と
う

の
太た

い

宗そ
う

が
修
復
し
て
避
暑
地
と
し
て
用
い
た
。
太

宗
が
避
暑
に
赴
い
た
と
き
、
同
地
の
一
隅
か
ら
清
水

が
偶
然
に
湧
き
出
し
た
。
こ
れ
を
王
朝
繁
栄
の
吉
兆

と
考
え
た
太
宗
が
、
建こ

ん

立
り
ゅ
う

を
命
じ
た
の
が
こ
の
碑
で

あ
る
。

直
線
的
で
表
情
を
抑
え
た
点
画
を
、
絶
妙
の
構
成
感

覚
で
組
み
立
て
て
い
る
。
欧お

う

陽よ
う

詢
じ
ゅ
ん

の
楷
書
作
品
の
頂

点
に
位
置
し
、
そ
の
厳
格
な
書
風
は
「
楷
書
の
極

き
ょ
く

則そ
く

」

と
よ
ば
れ
る
。

古
典
の
概
要

各点画は角度をつけて起
き

筆
ひつ

する。

転折は鋭角的に書く 。

横画は等間隔に配置する。 向かい合う

縦画が内側に反るよう に書く（ 背勢）。

直直線線的的でで鋭鋭いい点点画画

縦縦長長でで背背
ははいい

勢勢
せせいい

九成宮醴泉銘碑（ 九成宮遺
い

址
し

）

九九
き
ゅ
う

成成せ
い

宮宮
き
ゅ
う

醴醴れ
い

泉泉せ
ん

銘銘め
い

をを
書書
ここ
うう

背背勢勢⇔⇔向向
ここうう

勢勢
せせいい

･･ ペペーージジ

用筆

字形

直
線
的
で
鋭
い
点
画
や
緻
密
な
構
成
、

背は
い

勢せ
い

が
も
た
ら
す
厳
格
な
書
風
を
捉
え
て
書
こ
う
。

目

標

（ 集字・ 拡大）

長く

等
間
隔
に

空
け
る

背
勢

しっかり止めて

右に払う

背
勢

一
度
し
っ
か
り

押
さ
え
る

用筆と 字形のポ

イント を確認し

て、 臨
りん

書
しょ

し よう 。

背
勢

運筆動画

臨書手本

詳細解説

九成宮の環境のすばらし さ を説き、

太宗の功績をたたえている。 太宗が

万民を思いやり 、 自身の労をいとわ

ないこと により 、 吉兆（ 醴泉が湧き

出たこと ）がもたらされたという 。

隋・ 唐の官僚。 初唐の三大家の一人。

並み外れて博学で聡
そう

明
めい

な人物であり 、

それまでの書法を吸収し 、 あらゆる

書体に精通したと伝えられる。

何何がが書書いいててああるるのの？？

欧欧
おおうう

陽陽
よようう

詢詢
じじ ゅゅんん

ははどどんんなな人人？？

漢漢字字のの書書　　 楷書

光村図書 令和 8 年度版「書Ⅰ」教授資料サンプル 内容解説資料 
※本資料は、一般社団法人 教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。 


